




















リーディ（Luciano Floridi）である（Floridi 2011, Floridi 2019）．
　フロリーディの業績は文字通り情報の論理学・倫理学・哲学のすべてに
渡るが，本論ではそうした彼の仕事のうちでも，最も基幹的な部分でもあ





方（semantic concepts of information）」，より簡単には，「意味論的情報
（semantic information）」である．彼によると，意味論的情報とは (i) 適正に
形成され（well-formed）; (ii) 有意味で（meaningful）; (iii) （内容的に）真








































（cognitive attitude）―すなわち，「エージェント 𝑎 は命題 𝑝 を知っている
（the agent 𝑎 knows that 𝑝）という知識態度」，さらに，「エージェント 𝑎 は
命題 𝑝 を信じている（the agent 𝑎 believes that 𝑝）という信念態度」など
―との対比において，それらより広いエージェントたちが，持ちうる状
態としての「ある意味論的情報 𝑝 を知らされている（be informed of 𝑝）」
である．以下では，こうしたエージェント 𝑎 と意味論的情報 𝑝 との間の知
らされているという関係を情報所有状態と呼ぶことにする（つまり，エー

















の論理に当たると考えている（𝐊𝐓𝐁は様相論理 𝐊にT公理（□ φ → φ）















































ると彼が考えたからである（Floridi 2011, p. 227）．フロリーディは，この
ように考えたときの情報概念を「エージェント 𝑎 が情報 𝑝 を知らされてい
る（𝑎 is informed that 𝑝）」や「エージェント 𝑎 が 𝑝 という情報を所有してい


































φ : = 𝑝 | ⊥ | φ → φ | □ φ
このとき，𝑝は原子式とし，いつものように他の結合子の略記を定める：
¬φ : = φ →  ⊥  , φ ∨ 𝜓 : = (¬φ ) → 𝜓 , φ ∧ 𝜓  : = ¬ (φ →  ¬𝜓 ),♢ φ : = ¬□ ¬φ.
様相論理 𝐊のヒルベルト流の公理系は，(i) 古典命題論理のトートロジー
と (ii) 𝐊 公理 □  (φ →  𝜓 )  →  (□ φ →  □ 𝜓 ) ，推論規則はモードゥス・ポネンス












　認識論理は様相論理 𝐊にT公理（□ φ →  φ）と４公理（□ φ →  □ □ φ）と５
















すこととする．信念論理は様相論理 𝐊に，Ｄ公理（𝐵𝑎 φ →  ¬ 𝐵𝑎 ¬ φ）と４
公理（𝐵𝑎 φ →  𝐵𝑎 𝐵𝑎φ）と５公理（¬ 𝐵𝑎 φ →  𝐵𝑎 ¬ 𝐵𝑎 φ）を加えることで手に
できる．Ｄ公理は「𝑎がφを信じているなら，𝑎 は φでないということを
信じていない」と考える．これは，エージェントの信念が無矛盾であれば











6  この点は，認識論理が信念論理と決定的に異なる点である .のちに見るように，信念論理で
は，T公理より少し弱い，D公理が公理の中に含まれる .
7  この論理式とD公理は一方から他方が導き出せるという意味で同値である .
8  信念論理については，例えば（Caie 2017）に詳しい .
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（□ φ →  φ）とB公理（¬ □  ¬ □  φ →  φ）を加えれば良い．ただし，𝐊𝐓𝐁を
情報論理として用いる場合には，認識論理や信念論理同様，□の代わりに
𝐼𝑎を用いることとし，𝐼𝑎 φ は「エージェント 𝑎がφという情報を所有して
いる（知らされている）」を表すこととする．Ｔ公理（𝐼𝑎 φ →  φ）は「エー
ジェント 𝑎がφという情報を所有しているなら，φが成立する」を表す．
この公理は，フロリーディの立場を組み込んだものである．他方，Ｂ公理















リーディは述べている（Floridi 2011, p. 233）．
はそうではない．これは，フロリーディが情報概念を分析するために内省
（introspection）という働きが基本的には必要ないと考えているからに他な
らず（Floridi 2011, p. 233），認識論理や信念論理とは異なる情報論理の特
徴の一つと考えられる．この点についてもう少し詳しく検討してみよう．
知識演算子 𝐾𝑎の場合の𝐾𝑎 φ→  𝐾𝑎 𝐾𝑎 φと信念演算子 𝐵𝑎の𝐵𝑎 φ→  𝐵𝑎 𝐵𝑎 φは















































13  伝統的には，正当化された真な信念が知識であるということが，広く受け入れられてきた（cf. 


















　フロリーディは，一般的に受け入れられている𝐾𝑎 φ →  𝐵𝑎 φ原理が常に
成り立つとは考えておらず，また，𝐵𝑎 φ →  𝐼𝑎 φも必然的に真ではないと考
えている（Floridi 2011, p. 241）．つまり，これら二つの論理式が常に真で





























































































チャンネル性を持つ関係であると考えている（Floridi 2011, pp. 233-234）．
４公理が成り立つ前者の二つでは，（認識関係を例にとると）𝐾𝑎 φが成り
立つと同時に𝐾𝑎 𝐾𝑎 φも成り立つ為，原理的には，同じチャンネルが，「エ
ージェント 𝑎がφを知っていること」も，「エージェント 𝑎が𝐾𝑎 φを知っ
ていること」も成り立たせることが許されているということである．一方，
情報関係では，一つの同じチャンネルが「エージェント 𝑎とφとの間の関
係」と「エージェント 𝑎と 𝐼𝑎 φとの間の関係」を両方とも成り立たせるこ
とはできないとされる．情報所有演算子を重ねて用いるためには，エージ












19  フロリーディは，𝐼𝑎 𝐼𝑎 φ 自体もこのまま成り立つとは考えていない．しかし，例えば，様相







　　　　　　　　　　　　　　　　　　 𝐼𝑎 φ →  φ 
――――――― (𝑁𝑒𝑐)　　　　　　　　　　　　　　　　　 𝐼𝑎 （𝐼𝑎 φ →  φ） 
必然化規則を適用して出てきた結果（𝐼𝑎 （𝐼𝑎 φ →  φ））は「エージェント 𝑎は 𝐼𝑎 φ →  φ という情報



















































このように考えれば，𝐼𝑎 φ は「エージェント 𝑎は（自身でφであることを
示したので），φであるという情報を所有している（知らされている）」と
考えても何もおかしなことは起きない．一方，Ｔ公理などの場合には，𝐼
























えず，情報 φ を持っていても φ を知っているとは限らない．この点につ
いては，フロリーディも確かに指摘しているが，ここからさらに考察を進
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